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	ふれai
	あい
	THANK YOU REPORT
	Vol.
	Special Edition
	15,000件を超えるアンケートから見えてきた 支援世帯の食と暮らしの現実のお声をまとめた 特別版としてお届けします



	支援を必要としているのはどんな家庭？
	最新のアンケートの結果から見えて来た、支援を必要としている方々の状況です。
	519世帯の声から見えた生活実態
	①年代（n=519）　
	②家族構成（n=519）　


	67.6％
	ひとり親家庭 （18歳未満）
	21.2％
	父母+ 18歳未満

	11.2％
	その他

	暮らしの実態と、心の状態
	①食の我慢（n=519）　
	②光熱費・住居（n=312）　
	支援を必要としている人が増えています。
	活動の継続のために、カンパをいただけると 大変助かります。 月ごと・年ごとで自動的に引き落としとなる 継続的なご寄付も募集しています。




	数字では見えない、生活の声
	数字だけでは見えない、実際の生活の中でのお声をご紹介します。
	離婚成立までの数年間DVの旦那から逃げて別居していた。離婚は成立したが、子供の高校進学と息子の中学進学が続けてあり貯金もほぼなく毎日の生活費もとてもかかるので生活に困窮している。


	支援を受けて変わったこと
	みなさまから届いた、うれしい変化の声をご紹介します。

	「ありがとう」のその先にある声
	みなさまからいただいたたくさんのメッセージの一部(2026年6月～7月)をご紹介します。
	生活が苦しく、食べるものもない時にフードバンク愛知さんの存在はとても大きく、心の支えになります。もしもの時は助けてくれる人たちがいる…そんなお守りのような団体だと思っています。
	冷蔵庫の中身が少なくても、ご飯があれば何とかなるかなと安心でき本当に助かっています。ダンボールが届くと「開封の儀」と言って子供たちと一緒に開けて何が入っているのか見るのが楽しみになっています。
	いつもありがとうございます。大変助かっています。こちらを利用するようになり、食べ物のありがたみや、人に感謝すること、私もですが、子供にも伝わっていると思います。
	子どもたちにとって最も大切なことの一つである「食」を支えてくださる、この活動に心から感謝しています。このような支援のおかげで、少しでも安心と尊厳を持って生活することができます。
	子供と私自身が体調を崩すことが多く、以前フードバンクを活用させて頂いた際に送ってくれた、缶詰やアルファ米がとてもありがたかったです。申し訳ないなと思いつつも、美味しいねと子供が嬉しそうに食べる姿に本当に感謝です。
	炊飯器で美味しくご飯がすぐ用意できるので子供達と座って美味しくいただくことが出来ました。多い分はおにぎりにして冷凍して温めて食べれたり子供と座って食事出来る時間が増えました。 なにより子供たちが、美味しいと喜んで食べてくれていました。
	自分よりもっと大変な家庭はあるだろうと人に頼れず不安を抱えてたところ友人に、フードバンク愛知というのがあるよ、と教えてもらったのをきっかけに何とか前向きに生活してこれました。
	家に届けていただけると、私のように重度障害を抱えた夫がいて、子供もいて、仕事してと忙しい者にはたいへんありがたいです。温かい気持ちになります。ありがとうございます。
	家計に余裕がない中でも、食品の支援があることで気持ちにも少しゆとりが生まれ、「また頑張ろう」と前向きな気持ちになれます。
	配送形式をとって下さっているので、支援品が玄関前まで運ばれて、とても助かっています。自分では、とても買えないような品が入ってるので、それも宝箱を開けるかのように嬉しく感じています。


	717
	団体

	16,532
	世帯
	ふれai
	2026/10号
	発行：認定特定非営利活動法人フードバンク愛知
	あなたの応援が支えています


	257
	トン

	442
	994
	世帯
	一緒に、未来をつくりませんか？
	Vol.10 特別号を お読みいただきありがとうございました！



